
内部管理

組織体制

人権・労働 ワークライフバランス

バイオマスエネルギーの導入や廃棄物の削減に取組み、循環型の生産体制

を目指してまいります。

【具体的な取組み】

●バイオマス設備の導入により、地のエネルギーの実現とCO2排出量の削減を目指してまい

　ります。

●酒瓶の洗浄リユースや廃棄物のリサイクルを実施し、環境に配慮した生産体制を実現して

　まいります。

社会貢献

地域貢献
地域経済の活性化

環境
脱炭素・省エネ

環境配慮経営

地域の中心的な企業として、地域社会に対する課題解決の意識を持って事

業に取組んでおります。

【具体的な取組み】

●観光客の酒蔵見学や修学旅行生の受入れなどを通じて、醸造・発酵文化の継承と発展を目

　指しております。

●旧酒蔵「北方風土館」をイベントホールとして開放し、地域活性化に貢献してまいりま

　す。

●中学生の職場体験、地元出身者の採用を通じて、雇用の確保と地域社会の発展に貢献し

　てまいります。

多様な人材が活躍できる仕組みを整え、働き方改革によりワークライフバ

ランスの充実を図ってまいります。

【具体的な取組み】

●年齢や性別に関係なく、一人一人が働き方を選択できる体制を整備しております。

●勤怠システムの導入により長時間労働の抑制に取組んでおります。

企業理念

製品・サービス 商品基本理念

スローガン「全ては自分の天と地にある」を掲げ、自らの足元にあるもの

で創造した商品と価値と感動をお客様に提供し、醸造・発酵文化と酒にま

つわる文化の継承と発展を通じて、地域社会へ貢献してまいります。

地の米、地の水、地の技術による醸造、さらには地のエネルギーを用いる

ことで、喜多方の自然環境による唯一無二の商品を生産してまいります。

【具体的な取組み】

●高齢化で離農した農家から引き継いだ自社田での米作りを営んでおります。

●農薬の使用回数を制限し、化学肥料を極力使用しない、自然と人に優しい米作りを営んで

　おります。

●米ぬかや酒粕は堆肥に加工し、肥料として再活用。喜多方の自然を最大限に活かした米で

　商品を生産しております。

ＳＤＧｓ宣言書
令和４年９月２６日

合資会社大和川酒造店

具体的な取組みカテゴリ テーマ ＳＤＧｓゴール

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、持続可能な社会の実現に向けた取組みを以下の通り宣言します。

ＳＤＧｓとは
「持続可能な開発目標（ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）」
の略称です。２０１５年９月、国連の「持続可能な開発のための２０３０
アジェンダ」で設定された、２０３０年を期限とする１７のゴール（目標）と
１６９のターゲットのことです。２０３０年までに、あらゆる貧困に終止符を
打ち、不平等を是正し、気候変動に対処するなど「誰一人置き去りに
しない」ための取組みを掲げています。


